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７
月
９
日
、
帝
釈
峡
の
現
状
と
将
来

展
望
を
考
え
る
会
（
仮
称
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

帝
釈
峡
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

木
山
耕
三
市
長
を
は
じ
め
神
石
高
原
町

の
森
重
純
也
副
町
長
や
、
帝
釈
峡
に
関

係
す
る
各
団
体
の
方
々
を
含
め
12
人
で

視
察
。
遊
歩
道
の
状
況
や
、
神
龍
湖
に

漂
う
流
木
お
よ
び
ご
み
の
現
状
、
水
質

悪
化
状
況
も
併
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
の
後
、
株
式
会
社
帝
釈
峡

遊
覧
船
の
会
議
室
に
場
所
を
移
し
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、「
神
龍
湖
の
ご

み
・
水
質
に
つ
い
て
、
観
光
客
か
ら
厳

し
い
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
」「
遊
歩

道
に
つ
い
て
は
20
年
余
り
通
行
止
め
に

な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
復
旧
に
向
け
た

要
望
活
動
を
行
っ
た
が
前
に
進
ん
で
い

な
い
」「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
状

況
は
大
変
厳
し
い
が
、
関
係
団
体
と
協

力
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
帝
釈
峡
の

現
状
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
交橋の上から湖面の確認

意見交換会の様子 遊歩道の現状確認

全選手を代表して力強く選手宣誓米村副市長（左）から堀田さん（右）に花束贈呈

観光名所の復活を目指す
帝釈峡の現状と将来展望を考える会（仮称）

東城支所

　

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
は
じ

め
、
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
で
27
回
目
と
な
る
こ
の
大

会
は
、
毎
年
多
く
の
市
民
が
参
加

す
る
、
市
を
代
表
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
21
種
目
の
競
技
や
体
験
教
室
な

ど
が
市
内
の
各
会
場
で
実
施
さ
れ
、

各
選
手
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
に
行
っ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
総
合
開
会

式
」
で
は
、
平
成
５
年
に
開
館
し

た
庄
原
市
総
合
体
育
館
の
入
館
者

が
１
５
０
万
人
に
到
達
し
た
こ
と
を

祝
し
、
記
念
式
典
を
併
せ
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
に
１
５
０
万
人
目
の
入

館
者
と
な
っ
た
庄
原
小
学
校
５
年

生
の
堀ほ

っ
た田
竜り

ゅ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー

ツ
が
大
好
き
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
す
る
た
め
に
総
合
体
育
館
に

通
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ほ
か
に
は
、
水
泳
も
や
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
総
合
体
育
館

を
利
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
り

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
米
村
公
男

副
市
長
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

庄原市スポーツが盛り上がる
第 27 回庄原市スポーツフェスティバルと庄原市総合体育館入館者 150 万人達成記念事業の開催

生涯
学習課

スラィリーも激励に参上！

特別な空間と好試合で恋も進展！

ペアシートで試合を楽しむ参加者

　

縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
「
恋
―kabuku

―

縁
結
び
」を
７
月
１
日
、マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
、男
女
各
22

人
、計
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
観
戦
の
前
に
、ま
ず
は
球
場
近
く

の
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
広
島
駅
南
で
全
員
が

対
面
し
、１
人
３
分
ず
つ
互
い
に
向
か
い

合
っ
て
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。最
初

は
皆
さ
ん
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、硬

い
表
情
が
徐
々
に
笑
顔
に
変
わ
り
、カ
ッ

プ
ル
誕
生
へ
と
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、球
場
へ
移
動
し
た
参
加
者

は
、３
塁
側
コ
ン
コ
ー
ス
上
に
あ
る
「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
フ
ロ
ア
」に
到
着
。全
員

が
初
め
て
入
っ
た
と
い
う
特
別
な
空
間

で
、試
合
開
始
と
と
も
に
パ
ー
テ
ィ
ー
が

ス
タ
ー
ト
。お
気
に
入
り
の
選
手
や
得
点

シ
ー
ン
、お
互
い
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話

題
な
ど
で
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。こ
の

日
は
、縁
結
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
２
人
が

恋
の
相
談
役
と
し
て
参
加
者
を
サ
ポ
ー

ト
。試
合
も
エ
ル
ド
レ
ッ
ド
選
手
の
三
打

恋のチャンステーマが鳴り響く！
恋―kabuku―縁結び

いちばん
づくり課

　

７
月
24
日
、
本
年
度
の
庄
原
市
優

良
建
設
工
事
施
工
業
者
の
認
定
式
な

ら
び
に
優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
市

役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
が
発
注
す

る
契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建
設

工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
出
来
栄
え
、

安
全
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
す

る
「
工
事
成
績
評
定
点
」
が
82
点
以
上

（
１
０
０
点
満
点
）
の
成
績
を
収
め
た

工
事
の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を

認
定
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工

事
80
件
の
う
ち
、
優
れ
た
工
事
施
工

に
よ
り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
施
工

業
者
３
社
を
「
優
良
建
設
工
事
施
工

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

○優良認定業者および優良技術者（敬称略）
優良認定業者名 対象工事名 優良技術者名

㈱大歳組（東本町） 庄原小学校グラウンド整備（Ⅰ期）工事 角　　祐二

㈱大歳組（東本町） 本村地区　送配水管（４工区）布設工事 鯰谷　忠春

小林建設㈱（東本町） 市道高瀬線　道路改良工事 山岡　弘樹

小林建設㈱（東本町） 庄原駅周辺地区土地区画整理（２－３街区）
宅地整地工事 今田　憲孝

㈱大和建設（七塚町） 市道横畠高茂線（１工区）道路改良工事 山岡　昌照

業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を
担
当

し
た
技
術
者
５
人
を
「
優
良
技
術
者
」

と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
の
㈱
大
和
建
設
は
、
３
年

連
続
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
、
認
定
書
と
表
彰

状
を
手
渡
し
「
今
後
も
高
い
技
術
力
を

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組
取
締
役
副
社
長 

黒
谷
武

晴
さ
ん
、木
山
市
長
、小
林
建
設
㈱
専
務
取
締
役 

小
林
護
さ
ん
、㈱
大
和
建
設
取
締
役
部
長 

藤
原
由

雄
さ
ん
、後
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組 

角
祐
二
さ
ん
、

同 

鯰
谷
忠
春
さ
ん
、小
林
建
設
㈱ 

山
岡
弘
樹
さ

ん
、同 

今
田
憲
孝
さ
ん
、㈱
大
和
建
設 

山
岡
昌
照

さ
ん

席
連
続
本
塁
打
な
ど
盛
り
上
が
る
場
面

が
多
く
、理
想
的
な
試
合
展
開
で
カ
ー
プ

が
勝
利
！
こ
の
結
果
、見
事
９
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
は
、こ
れ
か
ら
も

成
婚
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。最
新
の
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
は
、し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://shobara-enm

usubi.
jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

換
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
組
織
の

体
制
や
活
動
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
、こ
の
会
の
組
織
化
に
向
け
て
、

会
の
名
称
を
「
帝
釈
峡
い
ち
ば
ん
愛
す

る
会
」
と
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
神
石
高
原
町
な
ど
と
協
力

し
な
が
ら
、
両
市
町
の
誇
る
観
光
名
所

の
環
境
改
善
と
観
光
客
数
の
回
復
を
目

指
し
て
、
継
続
的
に
要
望
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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のり面の点検の様子

給水車から水をくむ体験をする児童

　

市
は
、６
月
の
土
砂
災
害
防
止
月
間

に
合
わ
せ
、市
内
の
市
道
の
り
面
な
ど

の
一
斉
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、市
職
員
が
ひ
び

割
れ
や
落
石
、倒
木
の
有
無
な
ど
を
目

視
点
検
し
、対
応
が
必
要
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
た
。

　

市
は
、日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
や
月
１
回

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、道
路
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
被

害
や
落
石
な
ど
に
よ
る
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
異
常
降
雨
が
た
び
た
び
起

こ
っ
て
い
ま
す
。地
域
周
辺
で
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
、す
ぐ
に
建
設
課（
☎

０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
２
）へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
６
日
、比
和
小
４
年
生
の
児
童

が
、社
会
科
見
学
で
比
和
浄
水
場
と
浄
化

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。市
職
員
か
ら
、

日
々
の
生
活
で
利
用
し
て
い
る
水
道
水
が

ど
う
い
っ
た
仕
組
み
で
、ど
う
い
っ
た
設

備
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。市
が
所
有
し
て
い

る
給
水
車
も
特
別
に
用
意
さ
れ
、実
際
に

非
常
用
水
袋
へ
給
水
車
か
ら
水
を
く
む

体
験
を
し
ま
し
た
。初
め
て
の
体
験
に
、児

童
た
ち
は
興
味
津
々
な
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
る
水
が
、さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
経

て
作
ら
れ
、災
害
時
な
ど
に
は
と
て
も
貴

重
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、児

童
は
「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
大
事
に
水

を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

庄
原
市
の
観
光
関
係
者
で
組
織
す

る
庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
は
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
目
指
し
、

７
月
３
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
香

港
・
台
湾
で
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、香
港
・

台
湾
の
大
手
旅
行
会
社
11
社
を
個
別

訪
問
し
、本
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

観
光
ル
ー
ト
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、本
市
へ
の
誘
客
を
依
頼
し
ま
し

た
。ま
た
、中
国
地
域
観
光
推
進
協
議

会
な
ら
び
に
中
国
運
輸
局
主
催
の

「
２
０
１
７
中
国
地
方
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
フ
ォ
ー
ラ
ム　

台
湾
・
香
港
で
の

観
光
情
報
説
明
会
・
商
談
会
・
意
見

交
換
会
」で
は
、計
12
社
の
旅
行
会
社

と
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
備
北
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
の
末す
え
な
が長
秀ひ

で
き紀
係
長
は
「
現
在
、

山
陰
山
陽
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
、や

降雨に備えて
庄原市一斉防災点検

体験などを通して本当の大切さに気付く
社会科見学で浄水場を見学

建設課

比和支所

外国人観光客の誘致を目指す
庄原市が香港・台湾でプロモーション

商工
観光課廃校舎を新たな価値へ

　廃校リノベーション　旧小鳥原小学校起工式・7/21

西城町の旧小
ひ と と ば ら

鳥原小学校
で「ひろしまさとやま未来博
2017」のシンボルプロジェ
クトとして実施している「廃
校リノベーション」の起工式
が行われ、実行委員会や地元
関係者など約30 人が出席し
ました。

これまでに校舎活用計画を
検討したワークショップやク
ラウドファンディングによる
資金調達など、市内外の方に
も協力いただき、「山に囲まれ
た木と竹の学校」をコンセプ
トに世界的建築家の隈

く ま

研
け ん ご

吾氏
監修のもと改修されます。

地元八鉾自治振興区の定
さ だ き

木
丈
た け よ し

宜会長は、「この小鳥原小学
校が再び多くの人が集う拠点
となることを期待している」
と話していました。

▲旧小鳥原小学校の２階は多くの人が集う拠点に生まれ変わる

▲地元の八鉾自治振興区定木会長あいさつ

№１

▲改修イメージ

幹部の役割を確認する
　平成29年度庄原市消防団幹部訓練・7/2

口和総合運動公園で、庄原市消防団の幹部訓練が行
われました。この訓練は、消防団における部長以上の階
級を対象に、消防団幹部としての確実軽快な動作およ
び厳正な態度を身につけるため、庄原市小型ポンプ操
法競技大会開催年を除き毎年実施するものです。

訓練には、各方面隊約130 人が参加し、本市消防団
所属の県委嘱訓練指導員による指導のもと、各個訓練、
部隊訓練などを約３時間行い、団員個人や部隊での動
作を確認しました。

訓練終了後の講評で、備北地区消防組合東城消防署
の正

しょうはた

畑慶
よ し は る

治署長は、「団幹部としての旺盛な士気が感じ
られ、終始緊張感を持った訓練が行われていた」と話し
ました。

▲各個訓練の様子
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趣向を凝らしてより楽しむ
　芸備線×カープ応援ツアー！・6/13

　「乗って守ろう芸備線」を合言葉に、庄原市観光協
会による企画「芸備線×カープ応援ツアー！」が開催
されました。今回で２回目となるこの企画は、芸備線
の利用促進を目的としているもので、参加者は広島東
洋カープの応援のため、JR の列車を利用し三次きん
さいスタジアムに駆け付けます。
　当日は赤いカープグッズに身を包んだ 50 人の参加
者が、JR 備後西城駅を笑顔で出発し、JR 三次駅ま
で約１時間の列車の旅を楽しみました。中には芸備線
を初めて利用する参加者もいて、「車内からの景色が
楽しみ」「バスや車と異なり、大勢と話をすることが
でき１時間が短く感じる」と笑顔で話していました。

▲ＪＲの列車に乗り込む参加者
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